
㈱R-CORPORATION外部評価事業部

地域密着型サービスの外部評価項目構成

項目数

Ⅰ．理念に基づく運営 10

１．理念の共有 1

２．地域との支えあい 1

３．理念を実践するための制度の理解と活用 4

４．理念を実践するための体制 3 　○項目番号について

５．人材の育成と支援 1 外部評価は23項目です。

「外部」の列にある項目番号は、外部評価の通し番号です。

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援 1 「自己」の列にある項目番号は、自己評価に該当する番号です。参考にしてください。

１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応 0

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援 1

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント 5 　○記入方法

１．一人ひとりの把握 1 ［取り組みの事実］

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と 1
　　見直し ［次ステップに向けて期待したい内容］

３．多機能性を活かした柔軟な支援 0

4．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働 3

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　 7

１．その人らしい暮らしの支援 5

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり 2 　○用語の説明
家族等

合計 23 家　 族

運営者

職員

チーム

＝事業所の経営・運営の実際の決定権を持つ、管理者より上位の役職者（経営者と同義）を指
します。経営者が管理者をかねる場合は、その人を指します。

＝管理者および常勤職員、非常勤職員、パート等事業所で実務につくすべての人を含みます。

＝管理者・職員はもとより、家族等、かかりつけ医、包括支援センターの職員等、事業所以外の
メンバーも含めて利用者を支えている関係者を含みます。

次ステップに向けて期待したい内容について、具体的な改善課題や取り組みが期待さ
れる内容を記入しています。

＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含みます。

＝家族に限定しています。

訪問調査日 令和7年3月10日

事業所名 梨雲ハウス平戸

ヒアリングや観察などを通して確認できた事実を客観的に記入しています。

評価確定日 令和7年4月17日

評価機関名 株式会社　R-CORPORATION

評 価 結 果 報 告 書 事業所番号 1471001022

＜認知症対応型共同生活介護用＞
＜小規模多機能型居宅介護用＞

法人名 有限会社　梨の実
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自己評価及び外部評価結果

【事業所概要（事業所記入）】 【評価機関概要（評価機関記入）】

評 価 機 関 名

所　　在　　地

法　　人　　名 訪 問 調 査 日 令和7年3月10日

事　業　所　名

(244-0803)

名

名

名

18 名

2 ﾕﾆｯﾄ

自己評価作成日

※ 事業所の基本情報は、介護サービス情報の公表制度のホームページで閲覧してください。

基本情報リンク先

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

【地域密着型サービスの外部評価項目の構成】
外部評価項目

 1 ～ 10

11

 12 ～ 16

17 ～ 23

Ⅴ アウトカム項目

Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

●このグループホームは有限会社梨の実の運営です。事業所の名前「梨雲ハウス」は、以
前、この地に梨園があり、梨が栽培されていたことから付けられています。２つのユニット
名にも浜梨の商標「幸水・豊水」と云う梨の名前が付けられています。このグループホーム
は平成16年に開所した歴史と実績のあるホームで、現職員、元職員・家族・元入居者の家
族、地域の方々に支えられながら、利用者が住み慣れた地域の中で暮らしを継続出来るよう
運営がを続けています。グループホーム「梨雲ハウス平戸」は「JR東戸塚駅」からバス停
「坂下口」下車、国道1号線から徒歩数分、少し奥まった自然の残る、静かな環境の中にあり
ます。
●事業所では開設当初から、手作りの食事提供を継続しています。食事は日常生活におい
て、最大の楽しみであり、生活の質を高めたり、生きがいを創出するうえで必要不可欠な要
素であることから、一般家庭と同じように冷蔵庫の食材を見ながら職員が献立を考案した
り、時には利用者の希望も取り入れながら、職員が調理しています。盛り付け・彩りなども
考慮し、五感で食事を楽しんでいただくことを大切にしています。また、広々とした庭で利
用者と一緒に摘んだ「フキノトウ」や「タラの芽」を天婦羅にしたり、みかんやサクランボ
を楽しんだりと、食を通しても四季を感じていただくことを大切にしています。
●ケアについては、理念の「自然の中で巡りくる四季を受け止めながら、自分らしく生きる
ための環境と家庭的な雰囲気の中で、ゆとりと生きがいの提供を心がけたい」に基づき、利
用者・家族・職員が、共に楽しく過ごせるグループホームを目指しています。アクティビ
ティに注力し、コンビニのイートインのカフェコーナーでお弁当を買って食べたり、プラネ
タリウムに行って星空を見たり、秋には各フロアで紅白に分かれて運動会、春は花見、フロ
アでお茶会など、利用者に安全に楽しく過ごしていただけるよう工夫してきました。個別対
応の外出支援では、フラワーセンターや桜の花見、買い物・外食などの支援も行っていま
す。

・職員にとって「家庭」と「仕事」の両立、「細く長く」をモットーにご利用者ご家
族、地域の方々と馴染みの関係作りを心掛けています。
・献立のメニュー作りをはじめ食材の買い出し調理を全て自前で行う事で、四季折々
の食材を楽しむ機会を大切にしています。
・敷地内の畑で作物を耕作しています。職員、利用者と協力し作物を収穫したり採れ
たての野菜や果物を召し上がって頂いています。
・今年度はコロナ禍で全てのボランティアさんとの関係が持てなかった事が
とても残念です。

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

自己評価項目

 1 ～ 14

　■　認知症対応型共同生活介護

36 ～ 55

56 ～ 68

評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営

ﾕﾆｯﾄ数

Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

評 価 結 果
市町村受理日

令和6年度

株式会社　R－CORPORATION

〒231-0023　横浜市中区山下町74-1　大和地所ビル9F

【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

事業の開始年月日

平成18年4月1日指 定 年 月 日

　　有限会社　梨の実

1471001022
平成16年1月15日

令和7年4月17日
評  価  機  関
評 価 決 定 日

事 業 所 番 号

令和7年4月26日

15 ～ 22

23 ～ 35

　□　小規模多機能型居宅介護

令和7年2月15日

所　　在　　地

サービス種別

定　 員　 等

　　梨雲ハウス平戸

登録定員

通い定員

神奈川県横浜市戸塚区平戸町1156-1

宿泊定員

定員　計



56 1，ほぼ全ての利用者の 63 〇 1，ほぼ全ての家族と

〇 2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

〇 2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 〇 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 〇 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 〇 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 〇 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

〇 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 〇 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 〇 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

梨雲ハウス平戸

豊水

 事業所名

 ユニット名

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所
理念をつくり、管理者と職員は、その理念を共
有して実践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けら
れるよう、事業所自体が地域の一員として日常
的に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知
症の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向
けて活かしている

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告や話
し合いを行い、そこでの意見をサービス向上に
活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事
業所の実情やケアサービスの取組みを積極的に
伝えながら、協力関係を築くように取り組んで
いる

・運営推進会議は昨年の9月より再開してい
ます。

運営推進会議は対面開催に切り替え2ヵ月に1回開催
しています。メンバーは町内会長・地域包括支援セ
ンター職員・他事業所の職員(グループホーム2ヶ
所・デイサービスの)・家族・後見人とし、事業所の
現状や活動状況・地域の情報や課題等について意見
交換を行いながら、サービスの向上に努めていま
す。会議の内容は議事録に纏め、閲覧できるように
しています。

今後の継続

・生活保護受給者の相談や高齢支援の区の方々との
連携を行っています。
・医療面においてもＧＨの実情を伝えながら安心し
た生活を営んで頂けるよう医療従事者の方々との連
絡を密にした取り組みに努めています。
・生活保護受給者の方が成年後見制度の利用して頂
くことで協力関係を築くよう努めています。

コロナ禍以降、集団指導講習・研修・講習会はオン
ライン開催が主となったことで、参加しやすい状況
になっています。介護事業従事者として、把握すべ
き事項は担当課・担当者に連絡して情報収集に努
め、適正な事業所運営を行っています。生活保護受
給者の受け入れを行っている関係で、生活支援課と
は相談等で密に連絡を取り合っています。地域包括
とは、入居者の紹介や家族からの相談等で折に触れ
て連絡を取り合い、毎月主任ケアマネジャーが来訪
し、情報交換も行っています。

今後の継続

・地域の方々とは近況を話し、これからに向
けて相談しています。

平戸町内会の会長が運営推進会議に参加してくれて
おり、町内会として地域住民が個々で抱えている問
題の解決に向け、町内にある福祉施設と協働で活動
を推進していきたいと言う話が上がっており、認知
症に特化した事業所として還元できる取り組みを
行って行きたいと考えています。

今後の継続

・地域のボランティアの方の受け入れの再開
を検討しています。

　Ⅰ　理念に基づく運営

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

・事務所とヘルパールームに｢梨の実の理念｣
を掲示し、実践するように努めています。
・畑で採れた野菜、庭の花々、野鳥など自然
に触れる時間を大切にし共に過ごすことを目指
しています。

開設時に、職員で話し合って作成した梨の実の理念
「自然の中で巡りくる四季を受け止めながら、自分
らしく生きるための環境と家庭的な雰囲気の中で、
ゆとりと生きがいの提供を心がけたい」を事務所と
ユニット内に掲示し、職員間で共有しながら、理念
に則った支援の実践につなげています。今後はこの
理念を中心としつつ、更に一層の家庭的なケアを盛
り込んだ対応を進めて行きたいと考えています。

今後の継続
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束をしないケアに取り組んでいる

7 6 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必
要性を関係者と話し合い、それらを活用できる
よう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

10 7 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

・「身体拘束廃止取り組に関わる届出書兼誓約書」
を横浜市に届出しています。
・転倒や無断外出、外泊の危険に対しても会議や研
修で話し合い安全安心に生活を営んで頂ける様職員
間での情報の共有や理解に努めています。・出入り
口は施錠していますが、いつでも外に出て　頂ける
様、職員は常に鍵を携帯しています。

「身体拘束廃止取り組みに関わる届出書兼誓約書」
を横浜市に提出し、身体拘束を行わないケアに取り
組んでいます。身体拘束廃止委員会を3ヶ月に1回開
催し、利用者の対応で苦慮していること・言葉が
け・事例検討を行い、議事録を回覧しています。年2
回研修も行っていますが、日々の朝礼でも、拘束に
該当する行為・言葉がけについて確認しています。

今後の継続

・成年後見制度（司法書士、弁護士）を活用されて
いる利用者が多数いらっしゃいます。後見人の方と
接する事で、金銭管理、入院手続き、生活上の様々
な事について相談させて頂きながら利用者の支援を
しています。

・重要事項説明書、利用契約書、プライバシーポリ
シー、を全て読み合わせにて説明しホームでの生活
を理解して頂きながらご家族の不安、疑問、要望等
を伺う様に努めています。
・個別対応ができる様努めております。

今後の継続

・契約時に内部、外部の苦情相談窓口の記載されて
いるものを提示しています。又、各フロアの玄関に
当ホームの苦情連絡窓口の記載されているものを掲
示しています。
・ご家族の面会時やケアプラン面談時、その様子を
紙面にまとめてヘルパールームに掲示して、職員で
共有することを心掛けています。

契約時、重要事項説明書で苦情相談窓口について説
明するとともに、玄関にホームの苦情連絡窓口を掲
示しています。家族からの意見や要望は面会時や電
話連絡時に近況報告と併せて伺い、聴取した内容は
申し送りやノートで共有しています。毎月個別に作
成している「ご利用者様便り」には写真付きでコメ
ントを記載して郵送しており、気になる点があれば
連絡をいただくようにしています。

今後の継続

・排泄、入浴、薬の塗布、着替え、清拭の際に身体
に異変がないか小まめに情報をすくい上げ、その
原因について話し合い対応しています。
・利用者への声掛けや接し方について（スピーチロ
ック等）日々の申し送りや研修などで勉強をしてい
ます。

虐待禁止委員会を年2回実施しています。その中で不
適切ケア・虐待の定義や種類の確認・事例検討で話
し合った内容を議事録に纏め、回覧して共通認識を
図っています。研修については、指針やマニュアル
の読み合わせと確認、資料を基に理解を深めていま
す。排泄・入浴・薬の塗布・着替え・清拭を行う際
にも、身体チェックを行い、虐待防止や異常の早期
発見に努めています。

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 8 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 9 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている

13 10 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

・入居前にご家族、ご本人と面談しこれまでの生活
　や環境、要望をお聞きしています。
・入居前の見学時には、フロアの様子を実際に見て
　いただいたり、ＧＨの生活の様子を出来る限り詳
　しく説明して、不安のない様に努めています。
・新しい環境に気持ちよく慣れて頂ける様ゆっくり
　時間をかけて、ご本人と話をする時間を作ってお
　ります。

・運営推進会議を行い、その中で意見交換の
　場を作っています。

・個々の職員のライフスタイルを考慮して、曜日、
日数、時間帯、時間数等細かく話し合い無理のない
シフト作成に努めています。
・突発的な事情による遅刻、早退、欠勤、休職等に
ついても柔軟な対応に努めています。

入職時に、勤務・服務・給与・休暇規程などの
就業規則について説明しています。法人では、
職員が無理なく就業を続けられるよう、職員の
家庭環境等を考慮した就業時間の調整や、希望
休や有給休暇も希望通り取得できるようシフト
調整を行うなど、ライフワークバランスに配慮
しています。

今後の継続

・訪問リハビリで関わって下さっている理学療法士
の先生によりよい介護方法を相談し、実施に努めて
います。
・実践者研修やケアマネ更新研修を受ける機会を設
けました。

入職時のオリエンテーションで、理念・ケア方針を伝えて
います。事業所では「梨の実塾」と称した内部研修(勉強
会）を行っていましたが、現在は中止しており、代替えの
研修方法を模索しています。管理者や主任も現場に入って
おり、介護上不安な事や疑問に感じることがあれば、その
都度話を聴きながら、皆で悩みを共有することで、質の向
上につなげるようにしています。また、訪問リハビリで関
わってくださっている理学療法士による、介護方法のレク
チャーを受けるなど、資質向上に努めています。

今後の継続

・フロア会議を再開しています。職員が集まり、
日々思っていることを自由に意見交換しています。
また日々の申し送り、朝礼、その時々にて職員の意
見や要望を聞くよう努めています。
・日頃より代表者、管理者、主任からの声かけを心
掛け、職員の思いを汲み取れる様に努めておりま
す。

事業所では、法人代表・管理者・主任が個々に日頃
から職員とのコミュニケーションを図り、意見・提
案・思いを汲み取るように努めています。日常的に
汲み取った職員からの意見・提案・思いは、フロア
会議の議題に挙げて意見交換を行い、業務やケアに
反映させています。(令和6年5月からフロア会議を再
開）勤続年数の長い職員も多く、法人代表・管理
者・主任とも忌憚なく話しができる関係性が構築さ
れています。

今後の継続

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている

20 11 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る

・ご本人と後見人の先生とでお墓参りに行きました。
・ご利用者様のご自宅に一緒に帰り、ご近所の方に会い、
馴染みのお店で食事をして帰りました。
・気に入った便箋を購入し娘様にお手紙を書かれる方もい
ます。
・携帯電話で自由にご家族と話される方もいらっしゃいま
す。
・以前のように面会を再開しています。

現在は、通常通り面会を受け入れていますが、人数
や時間制限、手指消毒などは引続きお願いしていま
す。また、社会情勢や事業所内で感染症が発生した
際には随時家族にお知らせして、面会制限を行って
います。後見人とお墓参りに行かれた方、家族と馴
染みの店で食事に行かれた方もいます。携帯電話を
持ち込み家族と話す方、希望があれば年賀状や手紙
の遣り取りを継続できるよう支援しています。

今後の継続

・ご本人が昔からやってきた事、得意な事をお聞きして、積極的にかかわ
ってもらえるようにする。
・洗濯物たたみ、食事の前のテーブル拭きなどまだまだ出来る事がないか
生活する上での色々な事を考えています。
・職員がご利用者様に励ましの声をかけていただくこともあります。ご利
用者様からお手伝い頂いたときには職員の方から感謝の気持ちをお伝えし、関係
作りをしています。
・できることはできるだけ長く続けて頂けるように職員は見守り、できな
いことを介助するよう心掛けています。

・ご家族からの電話の取次ぎやご家族からの様子伺いの電
話には日頃の様子を細かくお伝えしています。
・携帯電話をお持ちの方は自由にご家族とお話しされた
り、ご希望があればこちらからかけ直します。
・今年に入り面会が復活いたしました。時間や人数など制
限のある中ですが、ご本人とご家族とよい時間を過ごして
頂いています。

・ご家族の思いが叶えられるように努めてい
ます。新しい関係作りの中で、不安や悩み、希
望をご家族や関係者からお話を伺う様、心掛け
ています。

・ご入居時、その1ヶ月を目安に、ＧＨでの生
活の様子をご家族に報告しています。
・利用者、ご家族の要望に合っているのか等
確認し、より良いサービスの提供に努めていま
す。

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている

23 12 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている

・毎日の申し送りで食事、睡眠、排泄、心身の状態等の情報交換を
行っています。
・日々変わる状態に応じて必要な支援を行える様に職員間で情報共有
に努めています。
・変化の大きい利用者には「体調管理ノート」に記録し適切な対処が
出来る様にしています。
・パソコン上の「ケース」にご利用者様の小さな変化を記録し、職員
全員が把握できるようにしています。

・日々の生活の中で利用者に声掛けし、会話
の中からご要望や希望を汲み取れる様に心掛け
ています。
・ケアプランの面談時に、可能な方はご本人
を含めご家族からお話を伺い、どのような生活
を送りたいか要望をお聞きしています。

入居前面談で、過去の生活歴・趣味・嗜好品・暮ら
し方の希望などを聴き取りながら、基本情報シート
を作成しています。日々の関わりの中で、本人の言
葉・表情・仕草・反応を見ながら思いや意向の汲み
取りに努め、ケース記録やフロア会議で情報を共有
しながら検討し、思いや意向に沿った支援につなげ
ています。意思表示や意思疎通が困難な方は、家族
やキーパーソンにも聴きながら、本人本位に検討し
ています。

今後の継続

・ご入居前にご家族とアセスメントを実施し、
利用者の今迄の生活環境、家族関係や趣味等の
情報を頂いています。又その情報をい
つでも確認できる様、記録を個人ファイルに管
理し、職員への周知に努めています。

・契約終了時に「ひよどりの会」（退居され
た利用者のご家族、退職した職員等で構成され
ている）への入会を呼び掛け継続した関係作り
を心掛けています。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

・利用者間の関係性を把握し、良好な関係を
築くことが出来る様に支援しています。
・利用者間の交流が図れる様にアクティティ
ーに参加して頂けるに声掛けを行っていま
す。

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて
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26 13 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる

30 14 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している

・地域のボランティアの方の受け入れの再開を検討
してます。

・利用者の主治医との関係を継続し、良好な関係を保って
います。
・ご家族とも連携をとりながら、状況によって職員と同行
し日常の様子を報告したり相談したりします。
・利用者の状況を考えた上、かかりつけ医と相談し往診し
て頂くなど常に主治医、ご家族と連携をとりながら対応を
しています。
・利用者の状況にあわせて新しく訪問医療をとり入れ、先
生に往診に来て頂いています。

入居時に協力医療機関について説明していますが、
かかりつけ医のある方は、基本的にかかりつけ医で
の受診を継続していただくようにしています。家族
がいらっしゃらない方は、職員や区役所の担当者と
話し合い、必要な医療が受けられるよう支援してい
ます。事業所の協力医から月2回の訪問診療があり、
訪問歯科は必要な方のみ契約し、口腔ケアや治療な
どの必要な処置をしていただいています。理学療法
士による訪問リハビリを受けている方もいます。

今後の継続

・日々の様子は、介護日誌・ケースに記録し
ています。又体調に大きな変化がみられる場合
は個別に「体調管理ノート」に記録して利用者
の様子を職員間で情報を共有できる様にしいて
います。
・全ての情報を基に介護計画を見直しに活かし
ています。
・訪問リハビリを希望される方に理学療法士
を、褥瘡など特別な医療的ケアが必要な方に訪
問看護師を依頼しています。
・体調の変化に応じて必要な時はご家族や後
見人と話し合い、今後の対応について決めてい
ます。

・定期的に介護計画を見直し、ご家族・担当者、時
には本人を交えて話し合い、本人がよりよく暮らせ
るように意見やアイデアを取り込み、現状に即した
介護計画を作成しています。また直接か関わって下
さる医師や歯科医師、理学療法士からの情報を基に
利用者の様子の変化に合わせて介助方法を検討し介
護計画を作成しています。

入居前のアセスメントで得られた情報を基に初
回の介護計画を作成し、1ヶ月程度状態を観察
しながら、細かく情報を収集しています。サー
ビス担当者会議の前に家族から意見や要望の聴
き取りを行い、必要に応じて理学療法士からも
助言を求めながら、ケアカンファレンスでアセ
スメントを行い、現状に即した介護計画の作成
につなげています。

今後の継続

㈱R-CORPORATION外部評価事業部
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実施状況 実施状況
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 15 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 16 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

・備蓄倉庫を設置し、災害時での対応に備え
　ています。
・夜間帯、日勤帯と最低でも年2回の消防訓
　練を行う事により現状の把握に努める事で
　利用者の避難誘導の方法を身につけられる
　様努めています。

年2回の防災訓練では、昼夜の火災を想定した
通報・消火・避難誘導訓練を行っています。事
業所近くの崖がハザードマップの警戒区域に
入っているため、土砂災害発生時の対応も取り
決めています。備蓄品は水・食糧・衛生用品・
カセットコンロ・ランタンなども準備していま
す。

今後の継続

・利用者、ご家族、後見人の方に希望を伺い
主治医との相談で今後の生活について話し合い
を重ね安心して頂ける様努めています。
・住み慣れたＧＨで最期を迎えさせてほしい
と、ご希望されるご家族が増えています。
・主治医、介護職員（日勤者、夜勤者）と連
携してご希望に添える様に努めています。

入居の段階では、看取りまでの話はしておらず、事
業所の方針や出来ること・出来ないことを説明して
います。利用者や家族が看取りまでを希望された場
合や、医療との関係で看取りが必要になった場合に
は、家族・医師・事業所の三者で話し合いを重ね、
連携を取りながらチームとして穏やかな終末期を迎
えられるよう支援しています。

今後の継続

・日中、夜間共に急変の際に備えて「事故時・
急変時のマニュアル」を各フロアにおいてあり
ます。
・介護計画書に緊急時の連絡先を記載し、目
の届くところに掲示しています。
・夜間は急変時担当者を決め、迅速に対応が
出来る様努めています。

・看護職員はいませんが、日々の生活の中で
の体調の変化などは直接主治医に相談していま
す。
・医師の判断で訪問看護を利用される場合が
あります。情報の提供等に努めています。

・入院された時は、その方に合った対応をし
て頂ける様、情報提供をしています。
・退院時、今後のＧＨの生活の中で何が出来
るかを考え、関係者と相談しながら利用者が安
心して退院できるよう努めています。

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

36 17 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している

40 18 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている

・地域の方々からの野菜や果物の差し入れや、畑で収穫し
たみかんを取り入れています。又、食事の準備や片付け(下
膳など)のお手伝いをして頂いています。
・味付けやお茶や汁物の熱さなどご利用者によって好みが
異なるので、なるべくご希望に添えるように工夫していま
す。又、・お茶碗やお箸は利用者に合った食器を使用され
ています。お誕生日会や行事などで食事が楽しい時間とな
るような行事を行っています。
・餃子の時には、皆に皮つつみを手伝っていただいたりし
ています。

手作りの食事提供を継続しています。食事は日常生
活において、最大の楽しみであり、生活の質を高め
たり、生きがいを創出するうえで必要不可欠な要素
であることから、一般家庭と同じように冷蔵庫の食
材を見ながら職員が献立を考案したり、時には利用
者の希望も取り入れながら、職員が調理していま
す。盛り付け・彩りなども考慮し、五感で食事を楽
しんでいただくことを大切にしています。また、
広々とした庭で利用者と一緒に摘んだ「フキノト
ウ」や「タラの芽」を天婦羅にしたり、みかんやサ
クランボを楽しんだりと、食を通しても四季を感じ
ていただくことを大切にしています。

今後の継続

・ご利用者様一人ひとりのペースや好みを優
先し、日々の生活をどのように過ごしたいか、
ご希望に添うように支援しています。
・ホームでのルールや職員の都合を押し付け
ることのないよう注意しています。

・定期的に訪問カットを行っています。
・朝は洗顔、整髪等、身だしなみを心掛け、入浴後は髭剃
り、爪切りも含め支援しています。
・衣類は定期的に見直し、傷みや不足があった時には、ご
本人の希望をうかがって購入しています。
・その方の好みをうかがって、職員が洋服を購入している
ときもあります。

・ご利用者のお気持ちを大切にし、お話を否
定する事なく敬意を持って対応する事を職員一
同意識し心掛けています。

プライバシー保護・倫理・法令遵守・ハラスメ
ント対策・認知症ケアについては、年間研修項
目に取り入れ、利用者の尊厳・人格否定・プラ
イバシーを損ねない対応や言葉がけを学んでい
ます。利用者一人ひとりの個性・生活歴・人生
観などを受容することで、利用者の尊厳を尊重
した対応を心がけています。

今後の継続

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている

43 19 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 20 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている

・全身を動かすラジオ体操や手足を動かす部分体操を行っ
ています。胃腸になるべく優しい食事作りを心掛けてお
り、乳酸飲料やｵﾘｰﾌﾞｵｲﾙを料理に使用し食事で摂取して頂
いています。水分不足にならないよう心掛けています。水
分摂取や食事の偏っている方、また排便の時いきむ力の弱
い方は主治医に相談して浣腸や頓服を使用してスムーズに
便ができるように支援しています。

・利用者の体調管理を大切にしながら、声掛
けを行い入浴して頂いています。その際には、
昔の話をしたり利用者一人ひとりに合わせた入
浴方法で気分転換を図っています。
・その日の体調により、陰部洗浄や全身清拭
に切り替える事も有ります。季節に応じて、菖
蒲湯、みかん湯、ゆず湯等行う。

基本的には週2回の入浴をしていただけるよう支援し
ています。各ユニットにはリフト浴が完備され、重
度化した方でも浴槽に入っていただくことが可能に
なっています。夏にはハワイアン調のシートや、ハ
ワイアンミュージックを流したり、季節の菖蒲湯、
みかん湯、ゆず湯を取り入れながら、楽しく入浴で
きる雰囲気づくりを心がけています。

今後の継続

・毎食後には口腔ケアを行っています。又月2回訪
問歯科の方が口腔内を見て下さり医師の方とも連
携しています。食事の際、誤嚥性肺炎等の防止の
為、食事の前に口の体操、食事中の姿勢の維持も
心掛けています。ご自分でブラッシングやうがい
が難しい場合には口腔内スポンジを併用し、ご本
人に合ったケアを行っています。

・利用者一人ひとりの排泄パターンを把握し、トイレ誘導や自尊心を
傷つけない様な声掛けを行う様にしています。食事の前後は特に排泄
しやすいと言われています。見計らいトイレ誘導し不快な思いをさせ
ない様に心掛けています。
・自立されている方には、居室にバケツを用意して失禁されてしまっ
た時に洗濯物を入れて頂いています。
・車いすの方に可能な時にはトイレにお連れして立位をとって便座に
座って頂くようにしています。

利用者一人ひとりの排泄パターンや状況を把握する
為、全員の排泄チェックを行っています。ご自身で
トイレに行かれる方はさり気なく確認し、職員の介
入が必要な方は、時間や仕草などのタイミングを見
ながら声かけと誘導を行いトイレで排泄できるよう
支援しています。失敗が続いた方はフロア会議で支
援方法を検討し、失敗を減らせるように努めていま
す。毎日のラジオ体操やアクティビティ等で体を動
かすことで、便秘対策を行っています。

今後の継続

・食事・水分チェック表で１日あたりの摂取量を毎日確認
しています。一日の水分摂取量がお茶や水で摂取するのが
困難な場合、好きな飲み物(ジュース等）を準備し、なるべ
く摂取して頂いています。食事摂取量が少ない方には、声
掛けや、ふりかけなどでなるべく召し上がられる様に行っ
ています。食事摂取量が極端に少ない場合には医師に相談
し、必要に応じて、エンシュアなどを飲んでいただくな
ど、その都度の変化に応じた支援をしています。

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 21 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している

・お金の所持は基本、必要であればこちらで管理させて頂いています。本人が所
持する事により不安感を軽減するのであれば、ご家族と相談し所持するか否かを
決めています。
・ご家族と相談してお札の入ったお財布を常に持っている方もいらっしゃいま
す。
・外出がしづらい状況なので、必要なものがあれば、ご希望を聞いて職員が購入
しています。
・職員と一緒に好きなお弁当を買いに行きました。予算を考えながらお好きなも
のをご自分で選び、レジの会計もして頂きました。
・忘年会ではバザーを企画し、お好きなものを10点購入して頂きました。

・洗濯畳みやお皿洗い、テーブル拭き、お盆
拭きなど手伝って頂いています。
・利用者の希望を伺いながら興味のある事個
々に合った楽しみを提供しています。
・裁縫が得意な方には衣類の繕い物をお願い
したり生け花の得意な方にはフロアのお花を活
けて頂く。
・1月には箱根駅伝の応援に行き、2月には初
詣に出掛けました。また、とんかつ屋や回転寿
司などの外食にも出掛けました。
・季節のよい時期には近所へお散歩にも行き、
春と秋にはホームの中庭でお茶会をしまし
た。

天気や気候の良い日には、敷地内を散歩した
り、ベンチでの外気浴、庭で育てている「フキ
ノトウ」や「タラの芽」の収穫を一緒に行うな
ど、四季を感じていただけるように支援してい
ます。車を使用して、フラワーセンターや河津
桜の花見などにも、分散してお連れしていま
す。個別対応で利用者と一緒に買い物や、希望
を聞いて外食に行くなど、希望に添えるよう支
援しています。

今後の継続

・個々の休息リズムに合った支援をしていま
　。ご利用者様によっては入床されてから
　テレビを観たり読書をされたり電話をされ
　たりと思い思いに過ごされています。

・一人ひとりのお薬の説明書をファイルし、効薬や副作用の確認をしてい
ます。
・配薬表を作成しリーダーが確認し責任を持って利用者の服薬をして頂き
ます。又、服薬ミスを防ぐ為職員間で何度もチェックを行っています。
・お薬手帳の役割、管理の共通認識に努めています。
・飲みにくいお薬があった場合は、薬剤師さんに形態変更できるかなど相
談しています。
・ご利用者様ごとに担当者を決め、変更時には内容確認し、職員全員に周
知するようにしています。

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている

52 22 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている

54 23 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している

・利用者が自宅で使用されていた愛着のある
家具やテレビなどを持ち込んで使用して頂いて
います。
・ご家族の写真や馴染みのある品物を置く事
で、安心して生活を送って頂ける様に心掛けて
います。

居室には、ベッド・クローゼット・エアコンが備え
付けとして完備されています。入居前に本人や家族
と相談しながら、大切にしていた家具や飾り物、思
い出の品、家族写真等を持ち込んでいただき、本人
が居心地よく過ごせる居室になるよう支援していま
す。身体状況に応じて、家族と相談し、家具の配置
替えを行うこともあります。

今後の継続

・トイレや居室など分からない為に不安になられる利用者
がいます。一目で分かる様に大きめの文字で示していま
す。
・必要に応じて居室にポータブルトイレを設置します。
・人の動線に障害物を設置しない様にしています。一つで
もご自身で出来る事が継続できる様に工夫しています。

共用空間は安全に過ごしていただけるよう、動線の
確保や整理整頓を心がけています。また、季節感を
取り入れた装飾、清潔感を意識し、換気やアルコー
ル消毒も定期的に行うなどして、感染症防止策も講
じられています。室温・湿度・採光も職員目線でな
く、利用者が快適に過ごせるよう管理されていま
す。季生け花やリビングの展示も季節ごとに変えな
がら、季節感を演出しています。

今後の継続

・食卓テーブルの座席に気の合った方同士が
座れる様工夫し会話が弾む様子が見られます。
・その時々と思いでアクテビティーに参加さ
れたり、その様子をご覧になられる方や居室で
過ごされる方、一人ひとりの時間を尊重してい
ます。

・一部の利用者の中で携帯電話を所持し、ご
家族や知人とのメールや通話でコミュニケー
ションをとって頂いています。
・定期的に知人の方との電話連絡を希望され
る方がいらっしゃいます。できる限り希望に添
える様支援しています。

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



事業所

作成日

〔目標達成計画〕

優 項

先 目 現状における 目標達成に

順 番 問題点、課題 要する期間

位 号

1 27

働く回数も時間帯も職
員によって違うため、
入居者の変化等に対し
ての情報の共有が難し
い

どの時間帯で働く職員
も、働く回数が多い少
ないに関係なく全ての
情報を知り理解するこ
とができる

1年

2 18

入居者が出来ることで
もスタッフがしてし
まっている時があり、
生活に参加する生活ケ
アをもっと充実させ、｢
共同｣の生活になる工夫
が必要。

入居者がご自分で出来
る事を引き出し、それ
を出来るだけ長く続け
て頂くためにはどの様
な介助が必要か常に考
えながら支援する。

1年

注1）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注2）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

目標達成に向けた

具体的な取組み内容

目　標　達　成　計　画

・日々の出来事や変化はこまめ
　にケースに入力する。
・パソコン内に入力された情報
　やケアプラン、フロア状況等
　の記録は全ての職員が目を通
　す。
・申し送り等口頭での情報は漏
　れがないようにする。
・フロア会議にはなるべく多く
　の職員に出席してもらうよう
　呼びかける。

・職員が自立支援の意識
　を高め、過剰介護にな
　らにようにする。
・掃除や日常の家事をご
　利用者と一緒に行うこ
　とで、ADLの維持を支援
　していく。

目　　標

梨雲ハウス平戸　豊水

令和7年3月10日
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

〇 2，利用者の2/3くらいの 〇 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 〇 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 〇 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 〇 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 〇 1，ほぼ全ての利用者が 66 〇 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

〇 4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 1，ほぼ全ての利用者が 68 〇 1，ほぼ全ての家族等が

〇 2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

〇 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

 事業所名 梨雲ハウス平戸

 ユニット名 幸水

　Ⅴ　アウトカム項目
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所
理念をつくり、管理者と職員は、その理念を共
有して実践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けら
れるよう、事業所自体が地域の一員として日常
的に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知
症の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向
けて活かしている

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告や話
し合いを行い、そこでの意見をサービス向上に
活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事
業所の実情やケアサービスの取組みを積極的に
伝えながら、協力関係を築くように取り組んで
いる

・今年度から対面での会議を再開しています。

・生活保護受給者の相談や高齢支援の区の方々との
　連携を行っています。
・医療面においてもＧＨの実情を伝えながら　安心
　した生活を営んで頂けるよう医療従事者の方々と
　の連絡を密にした取り組みに努めています。
・生活保護受給者の方が成年後見制度の利用して頂
　くことで協力関係を築くよう努めています。

・地域の方々とは近況を話し、これからに向
　けて相談しています。

・地域のボランティアの方の受け入れの再開
　を検討しています。
・ケアプラザからの依頼で、平戸地区の民生
　委員の方へ向けて認知症の方との関わり方
　について勉強会を行いました。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

　Ⅰ　理念に基づく運営

・事務所とヘルパールームに｢梨の実の理念｣
　を掲示し、実践するように努めています。
・畑で採れた野菜、庭の花々、野鳥など自然
　に触れる時間を大切にし共に過ごすことを
　目指しています。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束をしないケアに取り組んでいる

7 6 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必
要性を関係者と話し合い、それらを活用できる
よう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

10 7 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

・契約時に内部、外部の苦情相談窓口の記載されて
　いるものを提示しています。又、各フロアの玄関
　に当ホームの苦情連絡窓口の記載されているもの
　を掲示しています。
・ご家族の面会時やケアプラン面談時、その様子を
　職員に伝え共有することを心掛けています。

・成年後見制度（司法書士、弁護士）を活用されて
　いる利用者が多数いらっしゃいます。後見人の方
　と接する事で、金銭管理、入院手続き、生活上の
　様々な事について相談させて頂きながら利用者の
　支援をしています。

・重要事項説明書、利用契約書、プライバシーポリ
　シー、を全て読み合わせにて説明しホームでの生
　活を理解して頂きながらご家族の不安、疑問、要
　望等を伺う様に努めています。
・個別対応ができる様努めております。

・「身体拘束廃止取り組に関わる届出書兼誓約書」
　を横浜市に届出しています。
・転倒や無断外出、外泊の危険に対しても会議等で
　話し合い安全安心に生活を営んで頂ける様職員間
　での情報の共有に努めています。
・出入り口は施錠していますが、いつでも外に出て
　頂ける様、職員は常に鍵を携帯しています。

・排泄、入浴、薬の塗布、着替え、清拭の際に身体
　に異変がないか小まめに情報をすくい上げ、その
　原因について話し合い対応しています。
・利用者への声掛けや接し方について（スピーチロ
　ック等）日々の申し送りや研修を行い、各職員が
　自分の対応の見直しができる機会を作っている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 8 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 9 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている

13 10 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている

・運営推進会議を行い、その中で意見交換
　の場を作っています。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

・入居前面談の聞き取りの際、今迄の生活ス
　タイルや環境等を把握できる様努めていま
　す。
・安全面に配慮しながら、ご本人とご家族の
　要望を伺い、職員間で話し合って実現でき
　る様努めています。

・個々の職員のライフスタイルを考慮して、
　曜日、日数、時間帯、時間数等細かく話し
　合い無理のないシフト作成に努めていま
　す。
・突発的な事情による遅刻、早退、欠勤、休
　職等についても柔軟な対応に努めていま
　す。
・訪問リハビリで関わって下さっている理学療法士
　の先生によりよい介護方法を相談し、実施に努め
　ています。
・管理者や主任がフロア業務に入っている為、いつ
　でもOJTを行う事ができるので、介護上不安な事
　や疑問に感じている事を相談しています。

・フロア会議、日々の申し送り、朝礼、その時々に
　て職員の意見や要望を聞くよう努めています。
・日頃より代表者、管理者、主任からの声かけを心
　掛け、職員の思いを汲み取れる様に努めておりま
　す。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている

20 11 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る

・感染対策をしながら面会を行っています。
・携帯電話を所持し、ご家族にメールを送っ
　ている方もいます。

・それぞれご本人の出来る事や、やりたい事
　の把握に努め、体調に合わせてご本人と話
　し合いながら決めています。（洗濯物干
　し、洗濯物畳み、テーブル拭き、喫煙）

・ご本人が安心してＧＨで生活して頂ける様
　に職員だけでなく、ご家族も一緒に考えて
　頂きながら支援していく関係作りに努めて
　います。
・ご家族の都合がつかないことも多かったで
　すが、可能な限り通院の同行をお願いしま
　した。

・入居前の面談や電話で、不安に思っている
　事やご要望を伺い、ご家族の意向の把握に
　努めています。
・ご家族が気軽に話して頂ける様雰囲気作り
　に努めています。

・入居後1か月を目安に暫定のプランに沿ってＧＨ
　での生活の様子や、これからの過ごし方について
　、直接話し合う時間を設けています。
・感染対策をしながらの面会を再開し、面会が難し
　いご家族には電話にて様子をお伝えすることに努
　めています。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている

23 12 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている

・ご家族と相談しながら、居室に馴染みの物品（テレビ、ソ
　ファー、写真等）を置いて頂き、今迄の生活環境を大切にし
　た暮らしをして頂ける様努めています。
・入居前や入居後にご家族や全施設の職員から生活のリズムの
　確認をしています。
・ご自宅から入居される場合は、ベットの位置関係を同じくす
　る事で混乱が少なくなる配慮します。

・毎日の申し送りや朝礼にて、食事、睡眠、排泄、
　心身状態等の情報を共有している。
・個々に出来る事に応じて、職員がサポートしなが
　ら好きな事を続けられるように努めています。
・変化のある入居者は体調管理ノートに時系列に状
　況を記入し、状態の把握と共有に努めています。

・契約終了時に「ひよどりの会」（退居され
　た利用者のご家族、退職された職員、関係
　業者で構成）の入会を呼び掛けています。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

・食事等ＧＨで決められている時間に囚われず、ご本人に合わ
　せた対応を心掛けています。
・聞き取りが困難な場合も、ご家族と相談しながら今迄の生活
　歴や現在の状況に合わせて検討しています。
・嗜好品やこだわりのある方に、出来る限り希望に添えるよう
　努めています。
・職員が適宜声かけえをしながら、ご本人がお好きな事（家事
　仕事、塗り絵等）をやりがいをもってやって頂いています。

・利用者様同士で交流ができるよう職員が間
　に入っています。お互いの思い違いからト
　ラブルになる事もあるので、職員が早めに
　気づき仲介しています。
・聴覚の不自由な方の関わりも職員が代弁し
　たり、筆談する事で良好な関係を築けるよ
　う努めています。

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

26 13 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる

30 14 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している

・ご家族の希望に合わせて、かかりつけ医を決めて定期的に診
　察を受けています。ご家族がいらっしゃらない方は職員間や
　区役所の担当者と話し合い、必要な医療が受けられるように
　支援しています。
・ご家族が医療面で不安がある時は、先生からご家族に直接お
　話して頂けるようお願いしています。

・利用者の心身の変化に合わせて、理学療法
　士・あん摩マッサージ指圧師・福祉用具専
　門相談員との連携や成年後見人制度の利用
　等を行っています。
・地域包括支援センターと協力し、今後もご
　入居者とご家族がよい関係を維持できる様
　努めています。
・再開を検討中です。

・ご家族や関係者と定期的に話し合いをして
　います。
・状況の変化に合わせて職員間で介助方法を
　検　討したり、声掛けの統一をし介護計画
　の作成に繋げています。

・日々の様子は、介護日誌やケースに記録し
　ています。体調の変化がある時は個々の状
　況表や体調管理帳の記入を行いその情報を
　基に介護計画の見直しに活かしています。

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 15 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 16 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

・急変や事故時の対応マニュアルを各フロアに設置
　しており、いつでも確認できる様にしています。
・急変時の個々の対応や連絡先は介護計画書に記載
　されています。
・夜間緊急時に夜勤者がいつでも安心して相談でき
　るように当番制で担当者を決定しています。救急
　相談センター（＃7119）を活用しています。

・訓練の様子を職員で共有し、色々な場面を
　想定しながら安全に対応できる方法を話し
　合っています。

・入院された時は、その方に合った対応をし
　て頂ける様、情報提供しています。
・退院時はその後、ＧＨとして何が出来るか
　を考え関係者と相談しながら、利用者が安
　心して退院できるように努めています。

・住み慣れたGHで最期を迎えさせてほしいと
　いうご家族やご本人が増えていますが、そ
　の都度主治医やご本人・ご家族などのキー
　パーソンと話し合い、今の最適な居場所を
　考え柔軟に対応しています。

・看護職員は配属されていません。
・訪問看護を利用されている時は情報の共有
　に努めて不安な事などを相談し連携を心掛
　けています。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
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価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

36 17 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している

40 18 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている

・毎日の食事や行事食は、職員が一緒に同じ
　物を食べ、同じ時間を共有する事でご利用
　者様と共に楽しんでいます。

・個々の体調や気分に合わせた食事時間や入
　浴日の配慮など、出来るだけ利用者のペー
　スを大切にしながら過ごして頂ける様に努
　めています。

・その日の着たい洋服や身に着けたい物の希望を伺
　い、オシャレを楽しめる様にしています。又、毎
　朝起床されてからの洗顔や整髪等の日々の身だし
　なみに気をつけています。
・訪問カットでは、利用者に事前に希望を伺って訪
　問美容師の方にお気に入りの髪型にして頂いてい
　ます。

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

・言葉遣いや対応について、業務中・申し送
　り・朝礼等で話し合い、お互いが確認し合
　える様に努めています。
・職員の対応が利用者の生活に大きく左右す
　る事を職員自身が自覚する様に努めていま
　す。

・選択肢が沢山ある中で選択するのが困難な
　方には、いくつかの選択肢を用意し自己決
　定が出来る様に声掛けに努めています。
・言葉での自己決定が困難な方は、表情や仕
　草から思いを汲み取れる様に心掛けていま
　す。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
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価
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価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている

43 19 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 20 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている

・毎日のラジオ体操や手足などの部分体操の他にも
　アクティビティー等で身体を動かすことを日々心
　掛けています。
・適量の水分摂取や胃腸に負担が少ない食事作りに
　努めております。又牛乳やヨーグルト、等取り入
　れ薬だけに頼らない排泄支援に努めていますが、
　必要に応じて主治医にも相談しています。

・週2回の入浴を目安に行っています。その時
　の気分や体調に合わせて柔軟に対応してい
　ます。
・重度化している方は、リフト浴・シャワー
　浴・清拭をその時の様子に合わせ決めてい
　ます。

・毎食後、口腔ケアを行っています。磨ききれない
　場合は、職員がお手伝いさせて頂いています。
・訪問歯科で定期的な往診を受けています。医師や
　歯科衛生士のアドバイスで歯ブラシの他にスポン
　ジブラシやワンタフトブラシ、歯間ブラシ、舌ブ
　ラシで対応しています。

・一人ひとりの排泄パターンを把握した上で、声掛
　けや誘導を心掛けています。(排泄チェック表を用
　いて毎日の状態を職員が共有しています)
・夜間トイレに行くのが困難な方は、居室内にポー
　タブルトイレを設置しております。ポータブルト
　イレの掃除は職員が定期的に行っています。

・毎日、食事・水分チェック表で利用者の1日あたり
　の食事と水分の摂取量を確認しています。
・水分摂取が難しい方には、時間を空けて少量ずつ
　こまめに水分を勧めています。
・食事は入居者の状況に合わせた形状で提供してい
　ます。（お粥、刻み、ミキサー、トロミ）

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



自己評価

実施状況 実施状況
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外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 21 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している

・職員と一緒に買い物に行き、たばこなどを
　ご本人と購入しました。外出が困難な方に
　は、服であれば職員が写真を撮り、色や柄
　などを選んで頂き、代わりに購入しに行き
　ました。

・居室の掃除や洗濯物干し、洗濯物畳み等一人ひと
　りの張り合いや喜びに繋がる事を一緒に見つけて
　関わって頂いています。
・1日3回の喫煙の時間を楽しまれている利用者がい
　らっしゃいます。喫煙の際は、火は職員が管理し
　ています。
・外に出ることが好きな方には、お天気の良い日に
　近所を散歩しています。

・食べたい物や行きたい所を聞き、希望に添えるよ
　うに支援しました。さくらみくらのカフェコー
　ナー・みなとみらいのロープウェイやプラネタリ
　ウム鑑賞などに行かれました。
・ご家族の協力で外食やご自宅への帰宅をされたり
　、他施設に入居されているご家族に会ったりされ
　ています。

・廊下にベンチが設置しており、一人の時間
　を過ごせる空間を作っています。
・寝具の種類、居室の温度や明るさにも配慮
　しています。
・無理強いするのではなく自然に休める様に
　心掛けています。又本人に合わせて日中も
　適度な休息を促しています。
・一人ひとりの薬の説明書をファイルし、薬の種類、数、効
　薬、副作用等確認し薬のチェックを行っています。
・服薬担当者を中心にその日の職員で確認しながら服薬支援
　に努めています。
・薬の期限表を作成し、利用者の薬の期限が一目で分かる様
　にしています。
・服薬チェック表を作成し、服薬忘れ防止に努めています。
・薬の変化があった時は、その後の様子を主治医に伝えてい
　ます。副作用が出た時は早めに相談しています。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている

52 22 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている

54 23 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している

・ご本人やご家族と相談しながら、使い慣れ
　た家具や物品を居室に置いています。配置
　については利用者の状況に合わせ対応して
　います。
・ご本人の希望によりご家族の写真、ご自分
　で塗ったぬり絵などの作品を置かれていま
　す。
・トイレや居室の扉に文字を掲示したり、廊
　下に矢印を書いて分かりやすい様にしてい
　ます。
・夜間トイレに行く際に危ない可能性を防止
　するために夜間照明に気をつけています。
・車椅子で自走される方がいるので、テーブ
　ルの配置に配慮しています。

・床暖房や空調管理の他、換気や濡れタオル
　を掛ける事によって湿度、風邪予防、不快
　感がない様に気をつけています。
・季節を感じて頂ける様に、季節の生け花や
　リビングの展示品の飾りつけを心がけてい
　ます。

・ソファに座ってテレビ鑑賞をして、ゆっく
　りと過ごされています。
・利用者同士の関係性に配慮した席を考えて
　いますが、アクティビティー時には自由に
　思い思いの席に移動して過ごされています。
・廊下にベンチを置いて、一人で落ち着ける
　空間を作っています。

・ご自身で携帯電話をお持ちで、ご家族とメールの
　やり取りをしている方がいらっしゃいます。こち
　らでは携帯電話の充電の支援をしております。
・知人やご家族からの電話の取次ぎを行っています
　。また、ご協力いただいているご家族にはこちら
　から電話をする事もあります。
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事業所

作成日

〔目標達成計画〕

優 項

先 目 現状における 目標達成に

順 番 問題点、課題 要する期間

位 号

1 27
短時間勤務の職員が多
くなり、情報の共有が
難しい

職員全員が情報を共有
し、それぞれが理解す
る。

1年

2 48
ご利用者様がやりたい
事をもっと取り入れた
い

行事の起案時、日常の
レクに主体的に関わっ
て頂く。

1年

注1）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注2）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

・出勤時、各自でケースや日誌
　に必ず目を通す。
・特に大切なことは、朝礼時口
　頭でも確認する。
・変化がある時は記録に残す。

・昔の思い出話や、生活習慣な
　どを聞く。
・やりたい事、食べたい物など
　具体的に聞き出し取り入れ
　る。
・聞き取りが困難な方にはご家
　族に聞いたりしながらご利用
　者様の意向を推察し取り入れ
　る。

梨雲ハウス平戸　幸水

令和7年3月10日

目　標　達　成　計　画

目　　標
目標達成に向けた

具体的な取組み内容
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